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1は じめに

国 際化 時 代 、 マ ル チ メ デ ィア機 器利 用 に よ る外 国 語 教 授 法 の 進 展 の試 み と して 、CALL授 業

の課 題 的 実 践 に取 り組 み 、大 学 の 共 通教 育 にお け るCALL授 業 の あ り方 につ い て言 及 した。 こ

こ に コ ミュ ニ ケ ー シ ョン能 力 の根 幹 をな す リス ニ ング と リー デ ィ ング能 力 養 成 に お け る学 習 ス

トラテジーについ て考 察 してみた 。 教材 としては、 リーデ ィング用 に英 宝社 のReadingPreparation

CoursefortheTOEICTestを 採 用 し、 リス ニ ン グ用 に 南 雲 堂 のOnYourMarks1TOEICTest

Part1/Part2Listeningを 採 用 し、 リス ニ ング と リー デ ィ ング 学 習 の 中心 に 、CALL機 器 利 用

に よ る課 題 考 察 を重 点 に据 え た。

CALL授 業 重 点 の 調 査 の 理 由 は、 学 生 の 基 礎 学 力 の 低 下 傾 向 と、 ビ ジ ネ ス社 会 に お け る外 国語

運 用 能 力 の 要 請 に応 え う る方 策 の確 立 と、 外 国語 科 と して のCALL授 業 の運 用 と実践 結 果 が 求

め られ る学 内 外 の 諸 般 の事 情 が あ げ られ る。 上 記 の2テ キ ス トは 、 学 生 の 能 力 に合 致 した もの

で 、 本 学 の 語 学 教 育 の一 般 的 な コ ミュ ニケ ー シ ョン能 力 の 判 定 に 最 適 な もの で あ る。

皿 研究対象クラス(2ク ラス)

① 科 目名:英 語IllE(資 格 英 語 向)32名 本 編 で は 「EA」 ク ラ ス と呼称 す る。

・テ キ ス ト=ReadingPreparationCoursefortheTOEICTest(英 宝 社)

・こ の ク ラス の 授 業 の 位 置 付 け:週1回90分 授 業
。2回 生 以 上 。TOEIC試 験 のReading
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Sectionの クラス(文 法 ・語彙問題/誤 文訂正問題/読 解問題)。 読み書 くことに

焦点をあてた授業。可能なかぎりメディア情報(新 聞 ・テレビ&ラ ジオ)に 精通

することを義務付ける。成功の秘訣は予習50%/授 業20%/CALL機i器 の利用10%

/小 テス ト20%。

・このクラスの学生バランス:必 修生26名 。自由選択生6名

② 科 目名:英 語ME(資 格 英 語 向)43名 本 編 で は 「EB」 ク ラ ス と呼 称 す る。

・テ キ ス ト=OnYourMarks1TOEICTestPartl/Part2Listening(南 雲 堂)

・この ク ラス の 授 業 の位 置 付 け:週1回90分 授 業 。2回 生 以上 。TOEIC試 験 のListening

Sectionの ク ラ ス(写 真 描 写 問 題/応 答 問題/会 話 問 題/説 明 文 問題)。 聴 き話 す

こ とに焦 点 を あて た授 業 。 可 能 なか ぎ りメ デ ィ ア情 報 に精 通 す る こ と義 務付 け る。

成 功 の 秘 訣 は持 ち 帰 りテ ー プの 試 聴 と予 習40%/授 業 説 明10%/CALL機 器 に よ

る 自学 自習30%/小 テス ト20%。

・この ク ラス の 学 生 バ ラ ンス:必 修 生32名 。 自由 選択 生11名 。

*〔 つ ぎにこの2ク ラスの資格取得状況〕

(表1履 修学生の各種資格 ・免許状等の取得内容)

EA

(32名)

Standard

EB

(43名)

UpPer-Standard

計

英語検定(STEP) 準2級 2 5 7

3級 8 12 20

4級 6 8 14

TOEIC 300～ 1(315) 1

他の英検 4 4

他の資格 免状など 5 6 11

計(資 格の重複を含む) 25 32 57

*〔 上 記 の デ ー タ分 析 〕

EAク ラ ス とEBク ラス をStandardとUpPer-Standardと に グ レー ド別 に したの は、 あ

くまで 上 記 の 表 を参 考 に した わ けで は ない 。 次 の項 目で 述 べ るが 、 公 的 な外 部 機 関 の

テ ス ト結 果 に よ って 決 定 した もの で あ る。 こ こで は入 学 前 か ら、 あ るい は入 学 後 に取

得 した調 査 を分析 す る もの で あ る。

こ こ で見 られ る総 評 と して は、 両 ク ラス と もに 「資格 を何 か し ら よ く取 得 して い る」

一16一



山田:CALL授 業 の課題 とリスニ ング とリーデ ィング能力の養成

のが私の率直な気持ちである。高校段階では大学入学試験の優遇制度 として英語検定

(STEP)が あ り、高校においても推進されている状況を勘案 してのこの実態である。

結論 として、2級 取得者がゼロであることには、若干のショックはあるが、これが本

学の実態である。EBク ラスにTOEIC315点 の取得者がいたが、短期間の海外留学経

験者で、面接 と英語による会話診断で、好スコアを記録 してお り、この学生に焦点を

当てつつ本編の分析を進めたい。なおEAク ラスに 「他の英検者」が4名 いたが、国

連英検 と全商英検の資格者であった。

*〔 研究対象2ク ラスと通常クラスとの語学力構成度比較分析〕

・この通常クラスの位置付け:英 語mc(英 文読解向)36名 本編では 「EC」 クラ

スと呼称する。週1回90分 授業。2回 生以上。随筆、文学、大学院対策等の多読

読解のクラス。

成功の秘訣は予習50%/授 業説明20%/授 業参加20%/小 テス ト10%。

このクラスの学生バランス:必 修生30名 。 自由選択生6名 。

・ここで研究対象の2ク ラスと通常の英語 皿Cの 学生の英語学力格差を比較 し、TOEIC

指導にむけ客観的学力測定をおこなった。測定の仕方は各クラス20名 に限定し、

自由選択学生は全員受験で、その残 りはatrandomに 学生を選出 して、合計60名

にてデーター分析 を行なった。

データーテス トはG-TELPLevel-3(G-TELP日 本事務局)を 利用 した。

表中の文法 ・聴解 ・読解の得点は正答数に基づ く得点で各100点 満点である。総合

計は300点 満点である。

*〔G-TELPTESTの 選 定 理 由〕

G-TELP(GeneralTestofEnglishLanguageProficiency)は 、 英 語 を 外 国 語 と し

て 学 ぶ 人 達 の 実 用 的 な英 語 運 用 能 力 を測 定 し評 価 す るた め に開発 され た シス テ ム で あ

る。 大 学 及 び短 大 な どの 高 等 教 育 機 関 にお い て 、 プ レー ス メ ン トテ ス トや熟 達 度 テ ス

トと して 採 用 され て い る。

上 記 の よ うな実 情 を踏 ま え、 履 修 学 生 のgood&badpointsを 正 確 に把 握 し、 そ の 内 容

にあ った 教 育 方 針 を建 て るべ くこ の テ ス ト形 式 を採 用 した 。 また、 文法 ・聴 解 ・読解

の3セ ク シ ョン はTOEICの テ ス ト内 容 と も合 致 し、 且 つ 、 英語 検 定(STEP)に も該

当 す る観 点 か ら この テス トを決 定 した の で あ る。
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・G-TELP試 験 内 容

幅 広 い 受験 者 層 の 英 語 能 力 を測 定 す るた め 、5段 階(日 本 で は4段 階)に レベ ル 設 定 。

Level1:AuthenticEnglishinComplexCommunication.〈 海 外 ビ ジ ネ ス 向 き〉

ネ イ テ ィブ と高 度 で 複 雑 な コ ミュニ ケ ー シ ョンが 可 能 。

Level2:AuthenticandModifiedEnglishinNormalcommunication.

〈 国 内 ビジ ネ ス 向 き〉

ネ イ テ ィブ と支 障 の な い レベ ル で の コ ミュ ノ ケ ー シ ョ ンが 可 能 。

Level3:BasicEnglishinNormalCommunication〈 標 準 大 学 向 き〉

日常 生 活 の 限 られ た範 囲 の表 現 方 法 を用 い て ネイ テ ィブ とコ ミュ ニケ ー

シ ョ ンが 可 能。

Level4:BasicEnglishinSimpleCommunication〈 短期 大 学 向 き〉

形 式 的 な表 現 方 法 を用 い て 、 ネ イ テ ィブ と簡 単 な コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン

が 可 能 。

・G-TELP
,Level1～4の 内 容

(表2問 題内容と時間構成)

Leve11 Leve12 Level3 Level4

問題数 時 間 問題数 時 間 問題数 時 間 問題数 時 間

Grammar 26問 20分 22問 20分 20問 20分

Listening 30問 30分 26問 30分 24問 20分 20問 15分

Reading&Vocabulary 60問 75分 28問 40分 24問 35分 20問 30分

Tota1 90問 105分 80問 90分 70問 75分 60問 65分

・G-TELP/TOEIC/STEP/TOEFL間 の相 関 関係

(表34つ の検定試験における相関判定基準)

G-TELP TOEIC STEP TOEFL

Level

Leve2

Leve3

Leve4

一990点

一900点

一800点

一700点

『600点

一500点

『400点

=;88:餐

1級

650点

600点

550点

500点

400点

準1級

2級

準2級

3級
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*〔G-TELP、Level-3に よ る テ ス ト成 績 結 果 とEA/EB/ECク ラス 問 の相 関表 〕

(表4研 究対象クラス と通常クラスとの対照 とクラスプレースメント資料)

文 法 聴 解 読 解

総合計
平均点 最高点 最低点 平均点 最高点 最低点 平均点 最高点 最低点

EA 34.22 56 12 38.18 60 10 53.37 71 25 125.8

EB 42ユ7 52 22 45.34 68 18 52.18 68 31 139.7

EC 35.46 61 7 36.27 52 15 5044 75 27 122.2

・上記のデーター分析

研究対象の 「EAク ラス」と通常クラスの 「ECク ラス」の成績を比較すると、通常

クラスで履修した学生は、予想外に、英語力の高い学生が多いのである。

しかしなが ら、これらのデーターは、如実に素直なデーターを我々に提供 してくれる。

データーの分析 をすれば、TOEICのReading主 体のEAク ラスは 「読解セクション」

で1位 を確保し、TOEICのListening主 体のEBク ラスは 「聴解セクション」で1位 を

確保 し、通常クラスで多読主体のECク ラスは 「文法セクション」でEAク ラスを抜

いて2位 を占めている。

統計的にみてつ ぎの問題点が上げられる。1つ は、履修学生が講義要項とか、クラブ

の先輩がたの説明によって、選択クラスを決めている様子がうかがい知れる。EAと

ECはReading主 体のクラスであるが、EAに はCALLク ラスでの実習が伴っているこ

とで、両クラス間にて若干の揺 り戻 しがあ り、機器苦手の学生がEA→ECク ラスに

移動したものと推測できる。

2つ めは、3ク ラスともに各セクションの最高点と最低点の間に、大 きな落差が見て

取れる点にある。即ち、能力差が大 きく存在 していることが、これらのデーターで明

示 されており、今後はできうるかぎり速やかな少人数クラスの対策が望まれる。

皿 本研究の目的

この研究の目的は、次の4点 である。

1.国 際化と情報化の進展により、英語により情報の発信がと受信が、またその能力養成が

求められる時代の要請にたいして、それに対応しうる英語教育の可能性を探求する。

2.英 語教育に対するさまざな大学内外の要請に応 じて受信及び発信能力の学生実態を調査

分析する。分析結果に従って、多様な学生の実態に柔軟に対応できるカリキュラムの編
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成を速やかに、弾力的に実施する。

3.本 学の実態に合致 した語学教育の根幹を担うものとして、CALL機 器の利用と、インター

ネットによるup-t()-dateな情報の受信及び発信形態による効果的言語教育の有様を探る。

4.18才 人口の減少を目前にして、高大問の連携とか、生涯教育向けのカリキュラム作 りと

か、さらに新 しい試みとして、小 ・中 ・高の 「総合学習の時間」にむけての外国語教育

の方向性を探る。

この目的を達成するために、本研究では、つぎのような取 り組みを検討する。

(1)英 語教育に関するカリキュラム作成の教科内チェックシステムの構築。

(2)英 語教育に関するCALL教 育 ・カリキュラム作成のワーキングチームの構築。

(3)発 信&受 信運用英語の促進に務め、学生にたい して各種資格試験の啓蒙につとめる。

N研 究対象クラスの授業内容

1.EAク ラス の 場 合:

[90分の授業展開]

10分 各 自の モ ニ ター 画 面 へ のYahooな どか らの ニ ュ ー ス 記 事 。

学 生 → 教 師:挙 手 、 指 名 ま た は 回答 ペ ー パ ー にて 処 理

10分TOEICREADINGWORDS集 か らの語 彙 テ ス トの実 施

20分CALL機 器 を用 い て の ペ ア ワー ク&ワ ー ク シ ヨ ッ プ。

これ は優 れ た 効 果 が あ り、 情 報 交 換 と と と も に、 能 動 的 な

一体 感 を学 生 た ち に与 え る副 次 的 効 果 が 生 れ る

20分 現 実 的 なテ ー マ を与 えて の ペ ア ・ トー ク演 習

(教員 は モ ニ ター&イ ンカ ム に て対 応)

20分 ポ ー ズ ・ス ラ シ ュ読 解 理 解 演 習(TOEIC読 解 問 題 利 用)

CALL機 器 を用 い て 内 容 語 中 心 の 速 読 実践 と解 答 。

10分 テ ー マ に よ るTWO-MINUTESPEECH(3～5グ ル ー プ)

つ ぎの レ ッス ンへ の 指 示 連 絡(INENGLISH)

[授業内容]TOEICの 読解問題の傾向としていえることは、限定的な時間内に、スキ

ミングとスキャニングと多様なス トラテジーを駆使して、瞬時に判定を

下さねばならない程に、出題傾向の難化が激 しいのである。

さらに求め られるのは、最近の学生には特に不得手である集中力 と、

日々マスメディア情報に精通してお くことである。しかしながら、これ

は何 もREADINGSECTIONだ けに限った もので な く、LISTENING

SECTION&GRAMMARSECTIONに も該当することである。

既存の教材によるTOEICテ ス トを実施 した統計によると、総合点で100

点以上 もの伸びと、READINGSECTIONで は平均25点 以上のクラスの
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伸びがあ り、着実な進歩がみられた。

2.EBク ラ ス の 場合:

[90分の授業展開]

10分CNNか らの ニ ュ ー ス を視 聴 して、 英 語 に よる発 表 。

CALL機i器 の利 用 。

10分TOEICLISTENINGWORDS集 か らの語 彙 テ ス ト

20分 ペ ア ・ワー ク シ ョプ(マ イ ク また は ヘ ッ ドホ ー ンか ら流 れ

る音声 をペ ア で聴 い て 、 両者 で解 答 を競 う。 速 聴 速解 形 式 。

CALL機i器 利 用 。

20分 教 員 に よる 説 明 と質疑 応 答

20分 フ ラ シュ カー ドを与 え て の ペ ア ス ピ ー チ

10分 教 員 に よる 次 週へ の指 示 と宿 題 と課 題(INENGLISH)

[授業内容]リ スニング能力の養成は、「学生にイメージ ・ストラテジーを持たせられ

たかどうかだ」といわれる場合もある。「始めから終わりまでさっぱ り分

からない」とトラウマ的な学生に対する場合、興味付け対策によってそ

の劣等感を払拭して後、レベルアップを計る必要な場合が近年多 くなっ

ている。

《リスニング ・ス トラテジー》

① 集中して、ヘッドホーンまたはマイクの英語を聴 く。

② 聞き取れた部分から、内容全体を想像する。

③ 重要な単語と重要表現を聞き取れる修練。

④ 「話題性、すなわち山勘を働かせる」

⑤ リスニングではpre一 とpost一の訓練が肝要である。

市販 教 材 に よるTOEICの 総 合点 で、120点 以上 の 伸 びが あ り、

LISTENINGSECTIONで は50点以上の伸びが見られ、さらにCALL機

器の貢献度あ りと判断できうるデーターを得たのである。

ここに、講義終了後半年経過後、履修前315点 だった学生のTOEIC

SCOREは 驚 くべ きことに、550点 まで伸びていた。これは本人の精進

もさることなが ら、学生本人が日頃からCALL機 器で練習試聴 してい

た事実が、上記の好結果につながったものである。(た だし、このス

コアは公式なTOEICSPに よる数値であることを付記する)。結果論 と

して、全体のレベルアップが顕著に見 られたことは、好ましい事であ

る。現在受験中の7名 の結果が待ち遠 しい。
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VCALL授 業 におけるアンケ ー ト内容 と分析

研究対象2ク ラスの 「CALL授 業アンケート内容」について、その実態と分析結果を報告する。

(表5CALL授 業に対する反応)

EA(32名) EB(43名)

人数 % 人数 %

(1)必 要 と思 うか らぜ ひ履修 を続 けたい 11 344% 15 34.9%

(2)履 修可 能な ら続けたい 8 25.0% 12 27.9%

(3)良 かったが今 は何 ともいえない 7 21.9% 10 23.3%

(4)こ の授業 で十 分で、履修 した くない 3 9.4% 2 47%

(5)こ の授業 はいやである 2 63% 2 47%

(表6CALL授 業での独学形態 ・ボックス型について)

(1)独 自のスペース とペ ースで効果大 10 31.3% 12 279%

(2)通 常授業 と違 って効果 自己確認 12 37.5% 14 32.6%

(3)機 器の使用 い まい ちだが、効果あ り 5 15.6% 10 23.3%

(4)機 器 は最 高だが、苦手意識払拭不能 3 9.4% 3 7の%

(5)CALL授 業は良 くなかった 0 2 4.7%

(表7CALL授 業でのリーディング練習 と教材について。複数〈2回 〉解答可)

(1)通 常教室 よ りも非常 に役立 った 15 46.9% 23 53.5%

(2)機 器利用の多様 性はとても効果大 20 62.5% 33 76.7%

(3)い ろんな教材利用で効果 あった 28 875% 16 37.2%

(4)黙 読 よりも視読 ・聴読の効果大 8 25ρ% 21 43ρ%

(5)能 力に適応 せず、役立ってい ない 10 31.3% 14 32.5%

(表8CALL授 業でのリスニング練習と教材について。複数〈2回 〉解答可)

(1)通 常教室 よ りも非常 に役 立った 18 56.2% 32 74.4%

(2)機 器利用 の多様 性は役 になった 26 81.3% 36 83.7%

(3)多 様 な視聴覚教材利用 は効果大 きい 28 875% 34 79.1%

(4)ポ ーズ&内 容語の練習 に役立 った 12 37.5% 15 34.9%

(5)能 力に適応せず、役立 たなか った 14 43.8% 10 23.3%
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(表9CALL授 業の最重要ポイン トの予習の有無)

EA(32名) EB(43名)

(1)週3時 間以上 2 6.3% 7 16.3%

(2)週2時 間位 4 12.5% 3 7.0%

(3)週1時 間位 12 37.5% 15 349%

(4)週30分 程 4 12.5% 3 7.0%

(5)ま っ た くや らな い 8 25ゆ% 12 27.9%

(表10CALL授 業での問題提起 と改善点。2ク ラス合同集計)

(1)CALL機 器利用 しての 「資格英語」重視 のクラスな ら、毎週続 けてCALL教 室 を利用 したい

(2)CALL機 器利用 しての 「予習 と復 習」 が しに くい。 第2CALL教 室 の増室 を強 く望 む。

(3)CALL機 器の正常 な作動確保 と、授業 の効果 的な流 れを維持す るため、事務 員の配置 を望 む。

(4)CALL機 器 による円滑 なる運用指導 のため、TA教 員 もしくは大学 院学生の配置 を望 む。

(5)CALL教 室内の多様 な機i器の放課後(5時 限)の 利用方法 を早急 に検討 してほ しい。

(6)CALL授 業 はとて も実践的で、TOEIC/TOEFLな どの自習 に、常時の使用 は無理か。

(7)CALL授 業内で、 自然 と自己評価 と自己点検が可能 にな り、語学力の補 強に 目処 がついた。

WCALL授 業 にお けるアンケ ー ト内容(表5～ 表10)に 関 する分析 結果

【表5】 続 け てCALL授 業 の 継 続 を望 む学 生 は、EA(80%)EB(84%)に も達 してい る。

この 数 値 に は、 純 粋 に喜 ぶべ きで あ るが 、 そ の 反 面 、CALL授 業 苦 手 の 学 生 がEA

(15%)EB(9%)い る事 実 を忘 れ て は な らな い。

【表6】

【表7】

CALL授 業の特色の1つ は、自学自習のや り方である。教員がモニターを行なうも、

あくまで、学生の自主性を重んじるやり方 も、個人差の大きい語学教育の実情では

最 も大事なmethodで ある。EA・EBの 両クラスとも、このmethodを80%以 上の

学生が支持 してくれている。

国際化の時代の中で、情報公開の根幹となる文書表現能力の養成 と、コミュニケー

ション能力の向上には、CALL機 器 を利用 したリーディング演習による自己確認ス

トラテジーが効果を発揮する。多様なリーディング資料による語学指導が効果を発

揮 し、学生にやる気 を促 したと考えられる。ただ、EAで は3が87.5%,EBで は

2が76.7%と 視点を変えて高い%を えたことは興味深いデーターといえよう。

【表8】 上記の 【表7】 のデーターとの比較で気付 くものは、80%以 上もの高い支持が多い

ことにある。 さらに、EAの 学生もリスニングの重要性に高い支持を与えているこ
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とである。

家庭では学習しにくい分野のため、多様な視聴覚資料を付与した結果が、このよう

な数値になっているのであろう。しかしながら、この分野に対応できない学生が、

EAで は(43%)、EBで は(23%)存 在しており、この数値は教員としての検討材

料である。なお、EBの 数値がEAの 半分であることは、クラスの構成上からみる

と、妥当なものである。

【表9】CALL教 材を利用 しての家庭またはキャンパス内での自習度合いを尋ねたデーター

である。まったく予習をしていない学生が、両クラスともに30%近 くいたことは反

省の材料である。ただCALL教 室を授業以外で自由に使用できうる可動状態にして、

意欲あるものの自主学習を促すシステムづくりは、大学としての課題である。CALL

教室に常勤の職員(TA含 む)の システム作 りを望むものである。

【表10】 積極的な学生がかなり多い実態がデーターとして提示されたわけであ り、CALL教

室のさらなる拡充が求められる。語学教員として大学当局に要請すべ き事柄を、逆

に、学生らから提示されたのが、【表10】 の内容である。外国人による語学会話クラ

スとともに、CALL授 業の拡充と第2CALL教 室の設置は、高等教育機関の語学教

育に、望まれる責務 と言えるものである。

V旺 終 わ りに

CALL機 器の特性を最大限に利用 したExtensiveReading形 式のEAク ラスと、多様なリスニ

ング教材 を利用 してのEBク ラスの初期の目的は、これまでの 【表1～ 表10】 のデーターの裏

付けによって達成 された。学生の成績が、TOEICの 総合点で230点 以上の伸びを見せた学生

TOEIC550点 の存在に触発されて、クラスの学習雰囲気が前向きに転換 していった。この事実

は、この研究成果の最後を飾るに相応 しい事柄である。

今後は教員 として、学生の学習環境をよりよく改善しつつ、より効果的なCALL教 育の実践に

向けて日々自己研鐙を積まねばならない。

*本 稿 は、平成12年 度奈良大学研究助 成 を受けて行な った研究の一部であ る。 ここに記 して改めて感謝

いた します。
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